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はじめに
中国の南京における国民政府のもとでモンゴル語の研究が行われていたという歴史的事実について，
今までの学界ではほとんど報告されたことがなかった1。それには二つの理由があったと考えられる。
まず，オーソドックスな言語学の立場からすれば，南京で「蒙藏語文研究会」が行っていたのは，モ
ンゴル語とチベット語の政治用語の作成にすぎず，言語学者があまり関心を寄せるような内容ではな
かった。次に，最近までの中国の学界において政治的に，イデオロギー的に対立してきた国民党の指
導のもとで組織的に行われていた活動を歴史研究の視点から客観的に扱うことが難しかったため，学
界にその実態がよく知られていなかった。こうした事情により，その数少ない歴史的資料も档案館な
ど資料館に保管されたまま，研究者の注目を引くに至らなかったのであろう。加えて，中華人民共和
国建国後の内モンゴルの知識層は，満洲国や蒙疆政府側に勤めていた役人や一般人のほとんどが日本
の敗戦後も内モンゴル自治区を中心に，中国の大陸側に止まっていたため，満洲国や蒙疆政府におけ
る当時の情況についてはなんらかの形で記録を残し，あるいは，口頭で伝えてきたのに対し，南京な
ど国民政府側で活動していたモンゴル人たちの多くが国民党政府の大陸での敗北により台湾や香港な
ど海外へわたっていった。そのため，国民政府側におけるモンゴル人の活動や歴史が回想録や口述の
形で伝わることが少なかったことも，研究が立ち遅れた要因の一つではなかったかと考えられる。
1930年代の後半に「蒙藏語文研究会」という組織が数年間にわたり，モンゴルの本土から遠く隔
てられた南京で政治用語を主とする大量の術語のモンゴル語翻訳に取り組み，審議を行った。目的は
国民政府筋の公文書や政府発行出版物の翻訳にその訳語を使うことであった。すなわち，当時の中国
中央政府が近代的政治概念を表わす語彙をもたないモンゴルやチベットに対して，自らの政治的支配
を徹底するために，これらの民族語における語彙の近代化を進めたのであった。ヨーロッパの近代的
概念を表わす訳語がモンゴル語に大量に登場するようになったのは，清朝末期のモンゴル語定期刊行
物『蒙話報』の発行以来だということができるが，モンゴル語の術語が中央政府機関の組織により体
系的に作られたのは，中国側のモンゴル語では「蒙藏語文研究会」の「蒙古語文組」による作業がは
じめてであり，同「蒙古語文組」により段階的に審議された数千語にわたるモンゴル語の術語は中国
側のモンゴル語近代語彙の統一に歴史的な役割を果たした。
本論文では，「蒙藏語文研究会」「蒙古語文組」及び同「語文組」によるモンゴル語術語の翻訳と上
級機関による審議と発行の仕組みやプロセスを考察することにより，1942年3月に中国国民党中央
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モンゴル語の近代語彙と辞書（三）
 「蒙藏語文研究会」と『蒙訳名辞選輯』（国民政府1942年）
フフバートル
1 本研究について，フフバートル（1997）では「南京政府『蒙藏語文研究会』とモンゴル語術語」（第五章）
という題で基本的な内容をまとめている。本稿はそれに資料の追加と加筆，修正を行うものである。
組織部から謄写版で出された『蒙訳名辞選輯』（Mong・ulcilan orci・ulu・san ner-euges-isong・un
quriya・sanbicig）という名の「蒙訳法律政治経済大辞典」（後述）について論じることにする。
一.政府の組織としての「蒙藏語文研究会」
1.「蒙藏語文研究会」の成立と構成メンバー
「蒙藏語文研究会」は，民国25（1936）年3月に南京で発足した。正式な名称は，「中国国民党中央
執行委員会組織部蒙藏語文研究会」2で，民国22（1933）年の冬創設された「辺務研究所」を継承す
るものであった。しかし，「辺務研究所」が国民政府の最高軍令機関であった参謀本部の直轄であっ
たのに対し，「蒙藏語文研究会」は国民党中央執行委員会組織部直轄の研究機関であった3。
民国25（1936）年3月31日午前10時から「蒙藏語文研究会」の成立大会が「中央第二会議庁」と
呼ばれる会場で行われ，国民党中央組織部長を代表とする31人の関係者が出席した4。組織の人事的
構成からみても，「蒙藏語文研究会」は政治的色合いが濃く，完全に中央組織部によりコントロール
され，全ての活動が政治の拘束を受けていたことがわかる。「蒙藏語文研究会」の事実上の会長であ
った「主任委員」は，規定により中央組織部長の兼任が定められ，また，秘書は中央組織部組織指導
処辺区党務科科長が兼任することになり，4名の幹事と2名の記録係も，中央組織部内のモンゴル語，
チベット語に堪能な職員が，「主任委員」の指定，派遣により兼任することが決められていた。その
ほか，研究会の各種の会議（後述）による決議は，毎月月末に組長及び秘書により「主任委員」に報
告され，中央組織部の審議を受けなければならなかった。そして，研究員は中央組織部指定の者，ま
たは，組織部の委嘱によるモンゴル語とチベット語に堪能な者が担当するほか，その他の中央各関係
機関に勤務するモンゴル語とチベット語に堪能な人たちが，中央組織部に招聘される形で勤めること
になっていた5。
「蒙藏語文研究会」はさらに，「蒙古語文組」と「西藏語文組」の二つの組に分けられ，各組の研究
員は「研究委員」と呼ばれた。「蒙古語文組」の研究員及びその内訳は次の通りである。
「蒙古語文組」のスタッフは次の19名で，この19名の中には「研究委員」13名のほか，6名の
「特約研究委員」が含まれている。
研究委員:伊徳欽，楽景濤，戴清廉，杭錦壽，汪海清，敏珠爾，白鳳兆，陳翊周，金淑慧，呉士超，
趙成義，羅桑色図，鄧継兇。
特約研究委員:海永溥，呉雲鵬，李春霖，陳効蕃，白潔，汪之。
「蒙古語文組」のスタッフのほとんどが中国語名をもっていたが，当時，南京にいたモンゴル人知
識層は，1925年に創立された内蒙古国民革命党の委員長だった白雲梯6に代表される内蒙古人民革命
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2「中国国民党中央執行委員会組織部蒙藏語文研究会成立大会記録」中央組織部蒙藏語文研究会（1936），3頁。
3「辺務研究所」と「蒙藏語文研究会」はいずれも中華民国の行政組織に詳しい『民国職官辞典』（倪正太 陳
曉明（1998））には掲載されていない。
4 中央組織部蒙藏語文研究会（1936），3頁。
5「中央組織部蒙藏語文研究会暫行章程」中央組織部蒙藏語文研究会（1936），7頁。
6 中国や台湾の出版物では，そのモンゴル語名を「布延泰（Buyantai）」（文精主編『蒙古族大辞典』2004年，
160頁），Boyantai,Boyantu（白雲図）（哈爾諾特「浅談内蒙革命軍総司令白雲梯及其幕僚人員」中華民国
蒙古文化協会『蒙古文化通訊』第六期 1989年，7頁，17頁）と表記することがある。それはいずれも
「白雲梯」の「解釈」にあたる。最近の日本での研究ではカタカナで「チェレンドンロブ（ボヤンタイ）」と
表記されている（ボルジギンフスレ（2011），335頁）。
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① ②
③ ④
蒙古語文組研究員像 ①－④
党7の右派勢力と称される人たちを中心とし，ハラ
チンモンゴル人が多かった。そのほとんどが，北洋
政府時代に袁世凱のもとで蒙藏院の総裁だったグン
センノロブ8の思想的影響のもとで近代的教育を受
けたモンゴル初期の知識人たちであった。
上掲蒙古語文組の「研究委員」の中で，誰が組長
だったかは明記されていないが，後述するこの研究
組の18～27回の「会議記録」9に伊徳欽が「主席」
を務めたと記されており，彼が組長であったことが
わかる10。というのは，「分組会議以各該組組長為
主席」（組ごとの会議では当該組長が主席を務める）と
いう，同研究会「暫行章程」「十一条」の規定によ
り，「分組主席」が「組長」であるとされているか
らである。伊徳欽の履歴からみても，彼がこの研究
会の指導的立場にあったことは充分に理解できるこ
とであり，実際に組長としてもっともふさわしい人
物であった。伊徳欽の人物についてはあらためて述
べることにする。
「蒙古語文組」のスタッフの中にはもう一人の重要な人物が含まれていた。会員リストに伊徳欽に
次いで二番目に記されている楽景濤（モンゴル語名:穆隆，モロンガー）である。彼はジョーオド盟
ヘシグテン旗の出身で，上述の内蒙古国民革命党第1次代表大会では中央委幹部会員に選ばれたが，
1927年8月に，モンゴル国の首都ウランバートルで行われた同党第2回会議で，中央委員会委員長
の白雲梯と秘書長の郭道甫（Merse）が免職されたのと同時に離党した11。
2.「蒙古語文組」「組長」の伊徳欽（Idecin）という人物
伊徳欽は，ここで「蒙藏語文研究会」について考察するにあたってはもとより，内モンゴルの政治
史，文化史を論ずるうえでも特筆に値する人物であるが，これまでの内モンゴルの研究において彼に
ついての記述は少なかった。そのため，ここでは簡単に述べておきたい。
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7 同党の機関誌Dotu・adumong・ul-unarad-unsedgul（『内蒙国民旬刊』）第一冊（1925年11月16日）と
第三冊（1925年12月6日）の表紙によれば，モンゴル語による党名は一貫せず，Dotu・adumong・ul-un
arad-unnam（内モンゴル人民党）とDotu・adumong・ul-unarad-unqubis・altunam（内モンゴル人民
革命党）という名称が用いられていた。しかし，中国語では「内蒙古国民革命党」と称されていたが，1927
年8月ウランバートルで行われた同党特別会議（第2回大会）では，中国国民党のイメージが悪くなってい
たため，党名を「内蒙古国民革命党」から「内蒙古人民革命党」に変えた（図門 祝東力著『康生与「内人
党」案』中共中央党校出版社1995年111頁参照）。
8 ジョスト盟ハラチン右旗ジャサグ郡王（1863～1930），漢字表記:「貢桑諾爾布（怖）」，略して「貢王」。20
世紀初期に改革を行ったことで知られる。
9「中央組織部蒙藏語文研究会蒙古語文第十八次～第二十七次会議記録」民国25（1936）年 南京。
10 伊徳欽が欠席の時に限り，戴清廉と杭錦壽が「主席」となっている。
11 ボルジギンフスレ（2011），49頁参照。
⑤
蒙古語文組研究員像 ⑤
伊徳欽（IdecinまたはDecin12）はハラチン右旗出身で，モンゴルの初期日本留学生として明治39
（1906）年に東京陸軍士官学校予備科であった振武学堂に入学した。グンセンノロブによって送られ
た彼ら5人の留学は清朝政府の承認を得ていなかったため，日本側は彼らを中国の留学生と接触させ
ないよう配慮した。その後，東京陸軍士官学校に進学するはずであった彼らは，東京農科大学，千葉
県医科大学，東京慈恵医科大学に進学した13。理由はモンゴル人が軍事を学ぶことを清朝が禁じてい
たからである。伊徳欽は東京農科大学に進学した14。
帰国後の彼はモンゴル語，中国語，満洲語，チベット語以外に日本語と英語にも通じたと言われ，
故郷での教師を経て北京の大学などで教鞭をとったほか，翻訳や新聞雑誌の編集を行い，モンゴル語
の教科書を数冊著した15。政治家としての彼は，内蒙古国民革命党の創立に加わり，1925年10月に
張家口で行われた同党第一次代表大会で党執行委員の一人に選ばれたほか，この「大会」で創立が決
定された内蒙古国民革命軍と内蒙古軍官学校の参謀長に任命された。その総司令官は党委員長の白雲
梯だった。白雲梯が寧夏省政府委員になったことにより，内モンゴル国民党部と軍隊が寧夏に移駐し，
伊徳欽が内モンゴル国民革命軍総司令部参謀長に任命され，民国16（1927）年の冬総司令官になった。
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12 Yirtincu-yinneretukumun Gungsengnorbu（執筆年代不明手稿）41頁に該当する。Na・usayinkuu
Narin・olkuuTemgetu-yinnamtar（1989）の169頁によればこの原稿の執筆者は「守正学堂」の校長だ
ったSingzhisiyangである。「守正学堂」は光緒30（1904）年9月にグンセンノロブ王が軍官養成のため，
同旗で創立した日本人陸軍軍官を教官とする学校で，伊徳欽はその30名からなる一期生の一人だった。
一方，「伊館長（徳欽）本館成立一週年紀念会演説詞」（蒙古文化館『文化専刊』（Udq-asoyul-untusqai
darumal）第三期（1939年7月）のモンゴル語の原稿ではIdecinとなっている。）
13 中国人民政治協商会議内蒙古自治区委員会文史資料委員会編（1962），212頁。
14 陸軍参謀本部第二部長宇都宮太郎の明治42（1909）～44（1911）年の日記に伊徳欽の名前が「徳欽」の形で
何度か現れる。彼らが在学したとされる明治42年から大正元年当時の正式名称は「東京帝国大学農科大学」
であった（横田素子「1906年におけるモンゴル人学生の日本留学」和光大学総合文化研究所年報『東西南
北』2009年，169170頁）。
15 その一冊が次の本である。伊徳欽編著『注音漢訳 蒙文読本』南京漢文正楷印書局 中華民国24（1935）年。
蒙古語文組第21次会議録の一部（1936年9月17日午後3時）
その翌年に内モンゴル国民党部が中国国民党に併合されたため，伊徳欽は東部モンゴル盟旗の教育関
連の仕事に従事し，軍職から離れた16。「蒙藏院職員録」17に見られる伊徳欽は，この「蒙藏語文研究
会」のもう一人のメンバーである汪海清とともに「翻訳官」として登録され，伊徳欽は「翻訳科」と
「承値科」に所属し，汪海清は同じ「翻訳科」と「封叙科」に所属していた。汪海清も同じくハラチ
ンモンゴル人だった。
「蒙藏語文研究会」以降の伊徳欽については，『蒙疆年鑑』昭和17（1942）年の「蒙疆華北人名録」
にその履歴を見ることができる。それによれば，「昭和十六年十一月末現在」伊徳欽の肩書は「蒙疆
新聞社幹事」で，それまでの主な履歴は「北京蒙藏院翻訳官蒙藏学院教授学監，南京軍事委員会委員，
同軍事参議院会参議，蒙古地方自治政務委員会委員，蒙古文化館籌備処主任」だった18。
このように，南京時代の伊徳欽は主として軍事家として活躍し，その後蒙疆政府側にわたり，昭和
16（1941）年ごろには蒙疆新聞社幹事を経て蒙古文化館館長を勤めたようである19。というのは，昭
和17（1942）年以前の「蒙疆華北人名録」には彼の名前が登録されていないからである。
彼の死について台湾のモンゴル学者は，「民国28～29（1939～40）年ごろ西モンゴルで客死した」
と書き，「当時われわれがもし彼に適切な身分と生計に十分な収入のある職位を与えていたなら彼も
嘉卜寺に向かわずに済んだかもしれない」と，モンゴルの貴重な人材であった彼の死を「蒙古文星の
隕落」だと表現し，嘆いている20。ここでは彼の死去の時期が上の記録とずれるが，伊徳欽がその後
間もなく亡くなったことがわかる。
3.「蒙藏語文研究会」の目的
「蒙藏語文研究会」の「暫行章程」の「宗旨」によれば，同「研究会」の目的は，「モンゴル語とチ
ベット語の精密な研究，並びに，中国語とモンゴル語，チベット語と相互翻訳に使われるすべての新
旧名詞の整理とその審議，決定を行う。それにより，モンゴル語とチベット語の改善，および，内地
との学術の貫通を促進する」ことにある21。
しかし，この「研究会」が政府の政治思想のプロパガンダのために設立されていたことは上に見た
ことからも明らかである。この政治的目的については，この「研究会」の会長を兼任する国民党中央
組織部長自身が，「研究会」の「成立大会」における「主席報告」の中ではっきり述べている。それ
は党の思想や政策を能率よく辺境に徹底するための手段として，モンゴル語とチベット語を研究し，
これらの言語においてすでに使用されてきた術語の整理，統一及び新しい術語の作成を行うことであ
った22。
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16 中華民国蒙古文化協会『蒙古文化通訊』第六期 1989年，18頁。
17 蒙藏院辧報処『蒙文報』第9期 民国4（1915）年12月。
18「蒙疆華北人名録」2頁『蒙疆年鑑』昭和17（1942）年蒙疆新聞社。
19 蒙古文化館の前身は蒙疆政府が設立した蒙古文化研究所で，その所長が伊徳欽で，主事が江実だった（藤枝
晃（述）「西北研究所の思い出 藤枝晃博士談話記録 」『奈良史学』Vol.4号，（1986.12），p.68）。
江実（19041989）はモンゴル文献学専攻，戦後，岡山大学教授。藤枝が伊徳欽について，「日本にちょっと
も行ったこともないのに，びっくりするくらいの日本語を喋りよる」というのは勘違いであった。
20 趙尺子『蒙漢語文比較学挙隅』381頁，台北，民国58（1969）年。趙によれば，伊徳欽は日本陸軍大学のた
めにモンゴル語の文法書を書き，そこで教えていた。
21 中央組織部蒙藏語文研究会（1936），7頁。
22 中央組織部蒙藏語文研究会（1936），5頁。
したがって，「暫行章程」に規定された「モンゴル語とチベット語を精密に研究する」ということ
も，実際にはこれらの言語の構造などを言語学的に分析するような研究を指すものではなく，単に術
語の統一，または，新語作成のための準備作業としての語彙の調査や検討を指すものであった。これ
はこの研究会がその後行った具体的な活動からもわかることであり，また，実際にこの研究会は術語
の統一と新語作成やその審議決定作業をある程度まで進めた段階で，研究会の名称を，「中央組織部
蒙藏語文研究会」から「中央組織部辺区語文編訳委員会」と改めていた23。
研究会名称の変更にあたって，「蒙藏」を「辺区」と改めたのは，本来この研究会の下位組織とし
てあった，「蒙古語文組」と「西藏語文組」の二つの組に更に，「回回語文組」24を追加したことから
も明らかであるように，名称変更後の研究会は扱う言語の数が増え，カバーする地域範囲が広くなっ
ていた。これは当然，国民政府の「少数民族政策」の変化と関係があったものと考えられる。また，
本来の組織名称の一部であった「研究会」という特質的な部分を「編訳委員会」と改定したのも，ま
さにこの「研究会」の「研究」目的がある程度まで達せられたことを意味するものであった。
すなわち，「蒙藏語文研究会」という「語文研究会」をわざわざ，中央組織部の中に設けた目的は，
言うまでもなく，国民政府筋の公文書などの政治的な文章や法律文などを中国語からモンゴル語とチ
ベット語に「編訳」させるためであった。しかし，その目的を果たすためには，それに先だって，中
央組織部が各言語の術語の整備作業を能率よく進めることを管理する必要があった。この目的からみ
れば，モンゴル語とチベット語の術語が政府筋の文書や書籍の翻訳に間に合う程度に整えられたこの
時点で，「蒙藏語文研究会」も果たすべき役割としての「研究」を一応終えたことになり，中央組織
部が目指す本来の目的であった「編訳」の方へ仕事を展開しなければならなかったのである。
このように，「中央組織部蒙藏語文研究会」と「中央組織部辺区語文編訳委員会」との違いは，上
述の二点にすぎず，その違いは，両者の「章程」にも明記されている。後者の「中央組織部辺区語文
編訳委員会」の「章程」に規定された同委員会の目的は，前者の場合の主な目的であった「整理審定
漢蒙蔵互譯一切新旧名詞」（漢語，モンゴル語，チベット語を相互に訳せるすべての新旧名詞の整理と審議決定）
に付け加えられた形で，「并編譯蒙蔵回文図書」（並びにモンゴル語，チベット語，ウイグル語の図書を編
訳する）となっている。これが両者の目的上の唯一の異なる特徴である。したがって，「整理審定漢
蒙蔵互譯一切新旧名詞」という従来の仕事は後者の「中央組織部辺区語文編訳委員会」においても継
続されたものと考えられる。
4.術語の翻訳と審議から発行までの手順と規定
上記の「中央組織部蒙藏語文研究会」「暫行章程」によれば，同会による術語の翻訳と審議から発
行までの手順やそれにかかわる諸規定は次の通りである。
「蒙藏語文研究会」は「聯席会」「分組会」「談話会」という三種類の会議の方式により研究会の活
動を行う。「聯席会」とは研究会全体の会議を指し，毎月一回行われ，会長，すなわち「主任委員」
を兼任する中央組織部部長が主席として出席する。「主任委員」が出席できない場合は，会議出席の
組長の一人が主席代理を勤める。「分組会」は各研究組の会議を指し，毎週一回行われ，組長が主席
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23「中央組織部辺区語文編訳委員会章程」中央組織部蒙藏語文研究会（1939）（3頁に該当）。
24「回回語」はウイグル語を指す。
となる。組員の出席が半数に達しない場合は，「談話会」となり，審議，決定は行わない。
この各種類の会議には，本会の秘書及び中央組織部秘書処長，辺区党務科科長，総幹事が当然列席
できるほか，中央各部，処，会に所属するモンゴル語，チベット語，英語に堪能な人たちも派遣によ
り列席することができる。
術語，用語の採用は本研究会で決定されたもの以外にも公募の方式を取る。「分組会」で審議，可
決された術語や用語は即時「専刊」を発行し，期限付きで意見を公に募る。期限満了後，再審議した
結果を中央組織部に提出してその承認を得なければならない。中央組織部により承認された術語は分
野ごとに分類し，「冊子」として発行する。それを中央から党，政府，軍関係の学校など各機関及び
モンゴルとチベット地帯に配布し，全体に普及するように使用する。
本研究では，「専刊」として発行された『蒙古語文研究専刊』（Mong・ul-unugeudq-a-yini・talaqu
tusqaidarumal）第一集（1936年10月）と第二集（1937年2月）及び1940年1月25に発行された「第
一，二，三集合刊」について考察し，最終的には，1942年3月に中国国民党中央組織部から「冊子」
として謄写版で出された『蒙訳名辞選輯』（Mong・ulcilanorci・ulu・sanner-euges-isong・unquriya・san
bicig）について論じることにする。
二.モンゴル語術語の作成
1.「蒙古語文組」の活動とその成果
民国25（1936）年3月31日に「蒙藏語文研究会」が創立されてから同年8月20日までに，蒙古語
文組は少なくとも17回にわたる正式な「分組会」を行っていると推定される。というのは，8月20
日午後5時からは第18回会議が行われたという事実がその会議録によって明らかになっているから
である26。また，本研究会の規定による週一回の「分組会」を単純に計算してみてもこの17回とい
う回数はほぼ当たり，研究会は順調に行われていたことがわかる。推定するこの17回の研究会議に
おいて，蒙古語文組は，「党務機関名詞」と「政治機関名詞」の審議作業を終え，研究会活動に一段
落を付けたとみられる。
その結果，1936年 10月には『蒙古語文研究専刊』（Mong・ul-unugeudq-a-yini・talaqutusqai
darumal）第一集（nigedugerdebter）を発行し，「党務機関名詞」205種と「政治機関名詞」315種を
発表した。この合計520種の機関名詞は，国民党の中の下位各組織及び中国政府の行政機関など，当
時実際に設けられていた諸機関の名称をリストアップして翻訳を行ったものだと考えられるが，「政
治機関名詞」の中には中国各省の名称など，固有名詞も少なからず含まれていた。それには名称の語
彙的統一に加え，モンゴル語正書法上の統一を図っていた面もあったようである。
第一段落の審議作業に次いで，蒙古語文組は，同年8月20日からは第18回会議に移り，政治用語
の翻訳を検討しはじめた。政治用語の審議過程は計10回の会議にわたり，同年10月27日まで続い
た。これについては別に章立てをして，術語作成の全過程を綿密に追ってみることにしたい。
蒙古語文組がその次に行ったのは，経済用語の翻訳であった。前述の政治用語とこの経済用語はい
ずれも『総理全集』という孫文の著作が原典であった。
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25 発行された際の中国語の表紙の日付が1940年1月で，冊子自体のモンゴル語による日付は民国28（1939）
年2月である。
26 前掲「中央組織部蒙藏語文研究会蒙古語文第十八次～第二十七次会議記録」を参照。
ここで孫文の語彙が政治，経済用語としてリス
トアップされたのは，言うまでもなく，それが中
国国民党の政治思想の基礎をなす原典であったか
らであり，また，孫文の著作自体の翻訳にも直接
役に立つからであった。実際に，その後南京から
は後述するように，「三民主義」を柱とする政治
文献のモンゴル語訳が数多く現れた。
経済用語の審議が具体的にいつからいつまで，
どのように進められてきたかは不明だが，それが
政治用語の審議に次いで，1936年末から翌年の
はじめにかけて完成されたことははっきりしてい
る。民国26（1937）年2月5日に『蒙古語文研究
専刊』（Mong・ul-unugeudq-a-yini・talaqutusqai
darumal）第二集（qoyadu・ardebter）が発行され，
その号には後述する「政治名詞」とともに，「経
済名詞」366種が発表された。これがこの事実を
裏付けるものである。
『蒙古語文研究専刊』第二集が発行されてから
3年後の1940年1月に，同『専刊』の「第一，
二，三集合刊」が刊行された。しかし，その内容
は，先述の同『専刊』の「第一集」と「第二集」を合わせて一冊にまとめ，再版された形になってい
る。「目録」の内訳は次の通りである27。
一，中央組織部辺区語文編訳委員会章程
二，中央組織部蒙藏回訳文徴稿簡則
三，第一集蒙古語文研究専刊 党政機関名詞
四，第二集蒙古語文研究専刊 目録 総理遺教之政治名詞
五，第三集蒙古語文研究専刊 目録 総理遺教之経済名詞
この中で，「第一集」の内容は前者の「第一集」（1936年10月）の内容に該当し，同じく，「第二集」
と「第三集」は，前者の「第二集」（1937年2月）の「政治名詞」及び「経済名詞」の部分にそれぞ
れ該当している。しかし，前者の「第一集」と「第二集」と後者の「第一，二，三集合刊」との違い
は，前者が活字体であったのに対し，後者は筆記体になっていること，そして，後者では前者の訳語
に若干訂正と削除を行い，「政治名詞」のみ5語追加したことにある。両者の違いをまとめれば次の
ようになる。
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27 中央組織部蒙藏語文研究会（1940）（2頁に該当する）。
『蒙古語文研究専刊』（第二集）の表紙
訂正や削除があったという意味で後者は前者の「改訂版」とも言える。しかし，研究会の「章程」
にしたがえば，両者とも「専刊」として発表されている以上，「公開徴求意見」の段階であるにすぎ
ず，最終的決定は再審議を行った後，中央組織部に報告して，その承認を得なければならなかった。
しかし，中央組織部によるその最終的承認とも言うべき結果として，中華民国31（1942）年3月28
には『蒙訳名辞選輯』（Mong・ulcilanorci・ulu・sanner-euges-isong・unquriya・sanbicig）という二冊
からなる一万語に及ぶ「蒙訳法律政治経済大辞典」（Mong・ulcilanorci・ulu・sanqaulica・aaasa・
asaltauilecileltusalal-untolibicig）が編纂された。同『選輯』は漢字もモンゴル文字も筆記体によ
るもので，上記の約1300種の名詞，術語が収録されていることは言うまでもなく，法律用語が多く
掲載されているほか，一般語彙もかなり多く収録されている。
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『蒙古語文研究専刊』（第一集）の術語例 『蒙古語文研究専刊』（第二集）の術語例
28 朱家が中央組織部で書いた「序」の日付は「中華民国三十一年三月十五日」である。
『蒙古語文研究専刊』第一二集と第一，二，三集合刊の比較表
『蒙古語文研究専刊』
（第一集と第二集）
『蒙古語文研究専刊』
（第一，二，三集合刊）
発行年代
発行機関名
印刷文字体
党務機関名詞
政治機関名詞
政治名詞
経済名詞
1936年10月と1937年2月
中央組織部蒙藏語文研究会
活字体
205種
315種
467種
366種
1940年1月
中央組織部辺区語文編訳委員会
筆記体
191種
272種
461種
349種
『蒙訳名辞選輯』の内容，そして，そのページごとの左右両端に記されている「蒙譯法律政治経済
大辞典」29という表記からも，「蒙藏語文研究会」，あるいはこの研究会が「辺区語文編訳委員会」に
なってから，「経済名詞」の審議を終えた後，「法律名詞」の翻訳も行ったものと推測される。審議を
行った時期は1940年から41年にかけてであろう。すなわち『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合
刊）の刊行後から，『蒙訳名辞選輯』の編集までの間であると考えられる。そうだとすれば，「研究会」
の名称が変更されたあと，「辺区語文編訳委員会」が行ったことになる。
術語の審議以外に，「中央組織部辺区語文編訳委員会」は1940年までに，計36種類の「蒙訳」，
「藏訳」，「回訳」の「刊行物」を出版している30。ここで言う「刊行物」は政治家の演説や声明文な
ど，政治内容の文章がほとんどであるが，この36種類の中でモンゴル語訳が23種類を占める。これ
に対し，チベット語訳が8種類で，ウイグル語訳が5種類であった。
このように，蒙古語文組は1940年の段階では本来の目的である「編訳」の作業も順調に進めてい
たものとみられる。ここにモンゴル語に翻訳された刊行物名の一覧を掲載する。
一，抗戦建国綱領
二，国民参政会宣言
三，委員長八一三週年紀念日告淪陥区同胞書
四，委員長廿七年国慶日告国民書
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29 この辞典について前掲趙尺子は同書（注20）384頁に「『蒙漢字典』（乾隆時代）と『五体清文鑑』の蒙文部
以来の伝世不朽の大辞典」だと称賛している。
30「中央組織部蒙藏回訳刊行物一覧表」前掲『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合刊）（目録前）。
『蒙訳名辞選輯』の術語例
五，孫院長廿七年国慶日発表痛苦経験中之教訓
六，委員長勗勉国人堅定信念持久抗戦書
七，廿七年九一八専刊
八，廿七年国慶日中央告全国同胞書
九，陳立夫先生抗戦言論専刊
十，総裁厳斥近衛声明
十一，委員長勉全国士紳書
十二，総裁五中全会訓詞
十三，五中全会宣言
十四，国民参政会第三次大会 議長開会詞及休会詞
十五，何部長応欽中央紀念週報告詞
十六，委員長全提倡正当娯楽講詞
十七，委員長新運五週年廣播詞
十八，第三次全国教育会議宣言
十九，政治部陳部長講述第二期抗戦情況
二十，総裁訓詞行的道理
廿一，委員長勉国人淬勵精神書及対中外記者談話
廿二，総裁談話 「痛斥汪逆」
廿三，総裁抗戦二週年告日本民衆書
そのほか，中央組織部により出版されたモンゴル語訳政治，法律関係の文献は次のようなものがあ
る31。文章，または，小冊の名称は中国語の原典のみを示し，モンゴル語の訳名は省略する。
一，『中国国民党告全国同胞書委員長告東北同胞書』
（蒙漢合璧） 民国27年 中央組織部
二，『中国国民党党員守則』 民国29年 中央組織部 石版
三，『三民主義』 民国30年 中央組織部，宣伝部，石版（三冊）
四，『三民主義』 Erdenidalai訳 民国37年 中央組織部，宣伝部，活字（三冊）
五，『建国方略之一 心理建設』 民国年代 中央組織部 活字
六，『委員長新運八周告同胞書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
七，『中国国民党第五届中央執行委員会十中全会宣言』
（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
八，『委員長在美国報紙発表論文，建立自由平等的新世界』
（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
九，『委員長為実施国家総動員法告同胞書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十，『委員長告全国軍民書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十一，『委員長三十一年国慶告軍民書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
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31『北京地区蒙文古旧図書資料聨合目録』（初稿）1978年7月。
十二，『委員長在第三届参政会致閉幕詞』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十三，『委員長告全国青年書』（蒙漢合璧） 民国31年 中央組織部 活字
十四，『総裁就任中華民国第一任総統演講詞』 Erdenidalai訳 民国37年 中央組織部，宣伝部，
活字
十五，『新疆壯行詞』（蒙漢合璧） 民国32年 中央組織部 活字
十六，『三民主義青年団団章』 民国33年 中央組織部，三民主義青年団 活字十七，
十七，『中華民国憲法』（蒙漢合璧） 民国36年 中央組織部，教育部 蒙藏委員会共訳 活字
国民党政府により南京で発行された，モンゴル訳政治文献は上記の中央組織部が刊行した書物以外
にも，蒙藏委員会編訳室または，同編訳委員会により発行されたものも少なからずあるが，蒙藏委員
会が発行したモンゴル語出版物に関する問題は，別に場を改めて論じる必要がある。
2.モンゴル語政治用語の審議過程
蒙古語文組は上記「章程」にしたがい，術語の審議過程を綿密に記録していたことがその会議記録
から窺える。これは「蒙藏語文研究会」蒙古語文組の具体的な研究活動を考察するうえで貴重な資料
となる。上にもふれたように，モンゴル語政治用語は，蒙古語文組が民国25（1936）年8月20日か
ら同年10月29日にわたって，第18回から第27回までの「分組会」において計10回にわたって審
議されたものである。次の表に見られるように，会議記録には「分組会」に関する事項が詳しく書か
れ，会議全体の内容及び審議されたすべての術語が番号付きで記録されている。ここではそれらの術
語を具体的に示すことを省略し，モンゴル語政治用語が審議されたこの10回の会議全体の状況をま
とめてみることにしたい。
第27回目の会議記録については配列上の都合によりここでは下記の通り，「審議内容」のみを示し
ておきたい。
1，前回の会議記録を読み上げ，「公民」と「聚訟」という2術語の翻訳を訂正した。
2，政治用語32種（441－472号）の審議を行った。
3，31（合衆国），70（建設時間），74（人工清査），103（宣戦），109（官印）号術語を再審議した。
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モンゴル語政治用語審議過程一覧表（18回－26回）
会 次 18 19 20 21 22 23 24 25 26
日 付 8月20日 9月3日 9月10日 9月17日 9月24日 10月1日 10月8日 10月15日 10月22日
会 場 審議室 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左
出席者 8名 9名 9名 8名 11名 10名 10名 6名 9名
列席者 3名 4名 4名 4名 3名 4名 4名 4名 5名
主 席 戴清廉 伊徳欽 戴清廉 伊徳欽 伊徳欽 戴清廉 伊徳欽 伊徳欽 杭錦壽
記 録 史秉麟 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左
再審数量 0 8種 0 0 0 6種 22種 3種 3種
審議内容 政治名詞 総理遺嘱 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞 政治名詞
術語数量 43種 蒙訳統一 57種 65種 75種 50種 25種 61種 64種
術語番号 1－43 0 44－100 101－165 166－240 241－290 291－315 316－376 377－440
また，ここに追記してもよい内容としては，気候が涼しくなってきたため，これまでの午後5時か
らの会議を，毎週木曜日3時から行うことが第19回（9月3日）会議で「討論事項」の一環として審
議された。その通り，第20回からの会議はすべて午後3時から行われた。
10回の会議にわたって審議されたこの政治用語472種は，民国25（1936）年10月28日32に「初決
蒙訳政治名詞彙書」としてまとめられた。
このほか，「中央組織部蒙藏語文研究会蒙古語文組選訳政治名詞部分彙稿」という日付不明の原稿
が見られるが，ここではこの472種の政治用語は，中国語の1種に対して1～6，7種類ものモンゴル
語訳が当てられている。したがってこれは，審議のために提供された参考資料，すなわち，訳語の
「候補」であったと考えられる。
この資料の中で極端な例とみられるものとしては，例えば，「憲法」にはundusunqauliというた
だ一つの訳が与えられ，他に選択の余地がないことを示しているのに対し，「哲学」には一部省略し
て次の7種類の訳があった。
1，mergensur・al，mergensurul・-a 2，tobciyatusur・al 3，ilan・uyitusurtal
4，secensurul・-a 5，mergensurtaqun 6，gegensur・al，sasin-usur・al
7，tuyil-unsur・al
訳が1種しか挙げられなかった術語は，すでに定着していることを意味するものであろうが，こう
いう術語は非常に少なかった。しかし，国民政府の支配がおわった後も用いられ続けている数少ない
術語（後述）の中に，これらの術語が含まれていること自体，その定着の理由を雄弁に語っている。
その後，この472の政治用語の中から467が，民国26（1937）年2月5日に『蒙古語文研究専刊』
第二集に掲載された。この『専刊』の内容は上にもふれたように，「政治名詞」と「経済名詞」の二
部からなり，題は「中国国民党中央執行委員会組織部蒙藏語文研究会蒙古語文組蒙訳録自 總理全集
之政治経済名詞」であった。具体的には「甲」と「乙」に分けられ，「甲」部が「政治名詞」になっ
ている。『専刊』に掲載されたこれらの政治用語はその後，他の分野の用語とともに1942年3月に刊
行された『蒙訳名辞選輯』に収められ，公式に発表されたことはすでに述べた通りである。
3.現在定着している近代語彙
『蒙訳名辞選輯』の発行から半世紀以上経った現在，その術語や近代語彙の定着情況はどうであろ
う33。通常なら，国家や政府の権力により組織的，かつ体系的に作成された新しい術語は，さらに国
家の承認を得た形で社会全体に普及し，その国や民族のことばの中に吸収されていくものである。し
かし，「蒙藏語文研究会」が5，6年の時間をかけて審議し，国民党中央組織部の承認，決定により発
行されたこの見出し語一万余にのぼる『蒙訳名辞選輯』の語彙の場合はそうではなかった。それはそ
の発行後まもなく生じた中国国内及び世界情勢の大きな変化により，それらの語彙が政治の流れとと
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32 この日付は第27回会議の前日になっている。
33 現在までの定着語彙について絞るにあたって，参考にした資料は次の通りである。
内蒙古自治区名詞術語委員会審定（編号41）
『漢蒙対照名詞術語叢書 漢蒙対照機関企業単位名称』民族出版社 1992年
内蒙古自治区名詞術語委員会審定（編号09）
『漢蒙対照名詞術語叢書 政治経済学名詞術語』内蒙古教育出版社 1990年
内蒙古自治区社会科学院蒙古語言文字研究所
『漢蒙詞典』（増訂本）内蒙古人民出版社 呼和浩特 1983年
もに大きく変わったからである。すなわち，国民党の支配がモンゴル34に及ばなくなったそのころか
らこれらの語彙も新しい術語に取り替えられた。
ここでは『蒙訳名辞選輯』に含まれる大量の一般的な近代語彙にふれることを省略し，これまで検
討してきた『蒙古語文研究専刊』第一集と第二集及び『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合刊，1940
年1月発行）に掲載された名詞術語の後者である『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合刊）の語彙の
中から現在定着している語彙のみに絞り，それらの語彙の身元を確認したい。なお，ここでは語例の
基本語彙の部分だけ（例えば，「秘書処」の「秘書」）を考察の対象とする。
次に掲げる現在までの生存語彙の出典や早期使用例については基本的に次の三つに分類することが
できる。ここでは語彙それぞれの出典や形成過程を詳細に論じることはできないが，その早期使用例
を確認するにあたっては各時代の文献資料であるA，B，C，D，E，F35を参照する。
1.近代以前の語彙
その特徴はまず，近代以前から使用され，すでに安定していたために，内モンゴルと外モンゴルを
問わず，モンゴル全土において共通であること。判断の基準としては，清朝末期の辞典A，B及び
『蒙文分類辞典』（Mong・uludq-a-yinuilqubiya・santolibicig）36を用いた。
2.中国語からの訳語
20世紀初期以降，主として中国語の近代語彙から翻訳された語彙及び，中国語的発想による意訳
語を指す。判断の基準は，1と3の条件に該当しないもの及び訳語の語構成の特徴による。
3.モンゴル人民共和国の近代語彙
第二次世界大戦の終戦より以前のある段階で内モンゴルに浸透した近代語彙を指す。実際は，それ
まで内モンゴルで使われていた同一概念を表わす近代語彙（2の場合が多い）を改善する形で導入され
た語彙である。
ここで言う「ある段階」とは，基本的に1920年代後半の内モンゴル人民革命党が活動していた時
期を指し，実際，後記の語彙一覧に見るように，3における語彙が内モンゴルで初めて使われるのは
注35に示される資料Eより後のことである。
以下，次の近代語彙について，上記の三つの分類を基準に分析を行う。語彙に関する解説はなるべ
く「注」にゆずるが，ローマ字アルファベットは当該語彙の早期使用例の出典を表わすため，注35
を参照されたい。なお，注35の資料は，1（近代以前の語彙）を除き，現時点で知られる最初の使用
例の出典にあたる。但し，3の場合はその語彙が内モンゴル側で使用された最初の使用例を指し，記
号○は現時点で最初の使用例が未確定の近代語彙を指す。
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34 中国国民党の支配下では「内モンゴル」という行政がなかったため，国民政府も「内蒙古」という用語を行
政的意味で使用しなかった。ここで「モンゴル」とは事実上，現在の内モンゴル自治区を中心とする中国領
内のモンゴル地帯を指す。
35 A:『御製五体清文鑑』（一，二，三）清朝乾隆時代編成 民族出版社 1957年。
B:『欽定蒙文彙書』光緒17（1891）年。
C:『蒙話報』（第1期～第25期，第8，24期欠）光緒34（1908）年4月創刊 吉林。
D:『蒙文白話報』（第1期～第18期）民国2（1913）年1月創刊 北京。
E:内蒙古国民革命党機関誌『内蒙国民旬刊』民国14（1925）年11月創刊。
F:内蒙古人民革命党中央Dotu・adumong・ul-unJobalang-tubayidal.1926年3月17日。
36 北京蒙文書社1926年。民族出版社1956年。この辞典は実際，清朝時代の諸辞典をもとに編纂されたもので
ある。
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37 資料Cの「第15期」宣統元年（1909）8月では「首領」の訳として登場し，同資料「第22期」では「～長」
の訳としての使い方も見られ，また資料Dの「第1期」では「元首」に対しても使われているが，同「第4
期」に現れる中国語の「主席」にはこの単語は与えられず，・oulsa・udal-ieilegciとなっている。したが
って，「主席」の訳として初めてこの単語が使われたのがいつであるか，今後の考察に委ねる。
38「処」は行政単位名称として，清朝時代から（以下同様）・aarと訳されていた。
39「科」はqa・as，または満洲語のkuggeyamunにしたがいkuyamunとも訳されていた。
語彙種類 モンゴル語訳 1 2 3 旧モンゴル人民共和国
（下線は考察の対象になる部分） （基本語彙のみ記す）
党務機関名詞
主席 terigulegci
37 ○ terguulegch
副主席 dedterigulegci A dedterguulegch
秘書処38 narinbicig-un・aar ○ narinbichig
電報科39 cakil・anmedege-yinsala・-a D tsakhilgaanmedee
档案科 ebkemeldangsa-usala・-a A danskhar,arkhiv
財務処 ed-unyabudal-un・aar ○ sankhuu
審査科 kinanbayica・aqusala・-a ○ khyananbaitsaakh
総務科 yerungkeiyabudal-unsala・-a ○ ajakhui
青年科 ala・ucud-unsala・-a A zaluuchuud
主任 erkilegci ○ erkhlegch
処長 ・aar-undaru・-a ○ gazryndarga
党員 nam-unkesigun ○ namyngishuun
海軍 dalai-yincerig ○ dalaintsereg
陸軍大学 qa・uraiam-uncerig-un ○ khuuraizamyntsereg
yekesur・a・uli ikhsurguuli
科長 sala・-a-yindaru・-a ○ khelt-sindarga
社長 qoru・-a-yindaru・-a ○
政治機関名詞
財政委員会 ed-unasa・ ○ sankhuu
衛生署 eregul-iqama・alaqubala・ad ○ eruuligkhamgaalakh
亜州司 aziy-atib-untuqaikeltes F Azi
欧美司 yibrubamiriq-atib-unkeltes E EvropAmerik
鉄道部 temuram-unur・an C tomorzam
刑事司 ereguu-yinkereg-unkeltes A eruu
騎兵監 mori-tucerig-unakiru・ci A morittsereg
歩兵監 yaba・ancerig-unakiru・ci A yavgantsereg
財政廰 ed-unasa・-untingkim ○ sankhuu
吉林省 girinmui A Jilinmuj
黒龍江省 qar-amorenmui ○ Kheilunzyanmuj
まとめ
1940年1月発行『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合刊）に掲載された1273語彙の中で現在中
国側のモンゴル語に定着しているのは固有名詞を含め，45語である。その早期の使用例の出典の内
訳は次のようになる。
1（近代以前の語彙） A8 B2 ○1 合計11語
2（中国語からの訳語） C2 D1 ○25 合計28語
3（モンゴル人民共和国の近代語彙） E5 F1 合計 6語
モンゴル語の近代的政治用語の出典を研究するための最も重要な資料は，参考資料に挙げた清朝末
期及び民国初期の中国政府筋のモンゴル語定期刊行物であると考えられる。そのほか，1909年にロ
シアの影響によりハルビンから出ていたMong・ul-unsoninbicig新聞（初期は雑誌）も，当時のモ
ンゴル語の近代用語を知るためのよい資料であるが，用語や文体などは上記の定期刊行物とそれほど
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40 この用語はあったが，「計謀」の訳であった。
41「草人」という本来の意味で使われ，「傀儡」の意味はなかった。
政治用語
牢獄 gindan A gyandan
方略 ar・-abodul・-a40 B
国会 ulus-unqural C ulsynkhural
憲法 undusunqauli E undsenkhuuli
強国 cigira・ulus ○ khucirkheguls
弱国 ba・uraiulus ○ buuraiuls
奴隷 bo・ul B bool
自由 erkeciluge E erkhcholoo
傀儡 manuul41 ○ togloom（-yn）
革命党 qubis・altunam E khuvisgaltnam
宗教綢 sasin E shashin
経済用語
私産 amin-ukorungge ○ aminyomch
紙幣 ca・asuno・us ○ tsaasanmongo
貨物 edbara・-a ○ baraa,edkhogshil
現金 beleno・us ○ belenmongo
税目 ・ayili-yinuil ○ khuraamjynner
硬幣 qata・uo・us ○ metalmongo
関税 bo・umta-yin・ayili ○ gaalinmongo
変わるものではない。こうした資料と異なるものとしては，独立初期の外モンゴルで出された政治関
係の出版物がある42。これが前者と異なる理由は，そのほとんどが，ロシアで教育を受けたジャムツァ
ラーノをはじめとするブリヤートモンゴル人知識人らによって執筆されたからである。実際，上記
語彙一覧の3（モンゴル人民共和国の術語）に見られる「アジア」「ヨーロッパ」「アメリカ」「憲法」「宗教」
のモンゴル語訳はジャムツァラーノが1910年代初期に出した二冊の本43の中にも見られるものである。
1940年1月発行『蒙古語文研究専刊』（第一，二，三集合刊）に掲載された内容は，すでに見てきた
通り，党務機関名称と政治名詞，経済名詞からなる合計1273の術語であった。
しかし，これらの術語や用語の中で，内モンゴルにおいて現在なお用いられているものは，上記の
語彙比較例に見るわずか数十語にすぎなくなっている。その大量の名称や術語に，これほど大きな変
化をもたらしたおもな理由は何であったのだろうか。ここに簡単にまとめておきたい。
まず，第二次世界大戦直後，数十年にわたり分断状態にあった同一民族のモンゴル人民共和国と政
治的統一を試みながら失敗におわった内モンゴルは，その後，中，ソ両国の傘の下で同国と「社会主
義の兄弟」関係になり，その近代的文化の影響を直接受けることができるようになった。ここで言う
モンゴル人民共和国の近代的文化とは，1921年のモンゴル革命以降20数年間におけるモンゴル社会
全体の近代的変化に見られる諸分野での成果を指すものでもあった。いうまでもなく，この近代化は
おびただしい新しい語彙を生み出し，その運用により実現してきたものであった。このように，モン
ゴル人民共和国の新しい文化の影響により，内モンゴルにはその近代語彙が大量に導入されはじめた。
それにより，それまで中国側で用いられてきたモンゴル語の近代語彙の体系が根底から崩された。い
ま一つの理由としては，それまでの政権党であった国民党のイデオロギーが否定され，社会体制が大
きく変化したことが挙げられよう。
主な参考文献
倪正太 陳曉明（1998）『民国職官辞典』黄山書社
中国国民党中央組織部（1942）『蒙訳名辞選輯』（Mong・ulcilanorci・ulu・sanner-euges-isong・unquriya・san
bicig），南京
中国人民政治協商会議内蒙古自治区委員会文史資料委員会編（1962）『内蒙古文史資料』第一輯
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